
【施策の目的と取組・現状分析】
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成果指標の状況（☆は追加した指標、※は変更した指標）
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4 成果指標の実績値は目標値に対してどうでしたか？ 5 令和２年度の目標値達成の見込みと方向付け
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【施策の振り返り】
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【結論として・・・（施策の振り返りも踏まえて）】
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目標値 実績値 目標値

人 928 1,000 1,184 1,000

件 722 750 682 850

単位
平成30年度 令和元年度 令和２年度

実績値

11

上記を踏まえ、施策の目的
を実現させるためには、どの
ような「解決すべき問題への
方策」・「達成できた事項をさ
らに伸ばす方策」があります
か？
また具体的な対応・対策をど
うしますか？

▼　施策を実現するための「解決すべき問題への方策」と「達成できた事項をさらに伸ばす方策」を記入し、それらに対する今後の対応を具体的に記入してください。

施策における｢解決すべき問題への方策」　または
「達成できた事項をさらに伸ばす方策」

具体的な対応・対策

施策の「対象」の現状はどの
ように変化しましたか？

▼　現状把握に努めましたか。　把握した現状とその変化、町民や議会の声などを記入してください。

・各民生委員を通じて一人暮らし高齢者、高齢者世帯の健康状況や生活環境について把握している。また、高齢者見守り支援員から高齢
者宅を訪問した際の問題や懸念事項について情報提供を受けている。

２の成果目標の視点から、
成果が上がったことは何で
すか？

▼　成果があったと思われる点を、２の目標とする成果の視点から原因を踏まえて記入してください。

２の成果目標の視点から、
問題点は何ですか？

▼　問題があると思われる点を、２の目標とする成果の視点から原因を踏まえて記入してください。

・高齢者が心身状況の理由から地域社会との関りが希薄になり、自宅へ閉じこもってしまう。

２の成果目標の視点から施
策全体の今後の方向性は？

健康で生きがいをもった高齢者を増やすための施策を継続的に支援する。

・高齢者の安否確認や情報把握の体制の強化
・寝たきり防止の知識と介護予防のための運動・ケアの定着

就業機会や活躍の場の拡充
高齢者の技能や知識をいかした就業が確保できるよう、シルバー人
材センター及び民間企業等と連携する。

閉じこもりの解消
温泉施設利用助成券を交付し、同世代や町外者と交流する機会を
促す。

評価 ▼その理由として考えられること 見込み ▼その根拠と目標値設定（変更）の考え方

「目指すべき状態」に対し、こ
れまでどのような取組を行い
ましたか？

▼ 「目指すべき状態」の実現に向けて、取り組んだことは何ですか？箇条書きで記載してください。

・老人クラブやシルバー人材センターへの組織運営に係る指導及び各種活動の支援をした。
・高齢者の見守り活動として高齢者見守り支援員を配置し、安否確認や悩み事相談を行うとともに、各地区集会所におけるサロン事業を実
施した。

個人からの受託件数が減少した。
③ 取組改善
で達成可能

就業機会を開拓するため、関係機関・民間との連携を強化。

② 上回った 介護予防に対する町民の意識が高まっているため。
③ 取組改善
で達成可能

地域によってはまだ空きがあるため、受入れを強化できる。

④ 下回った

② 上回った ふれあいサロン事業を継続して行う地区が増加した。
① 既に目標
クリア

継続してふれあいサロン事業を実施する地区が増加し、事業が定着
している。

高齢者生きがい活動支援通所者数

高齢者見守り支援事業 回 276 250 270

シルバー人材センター受託件数

介護保険係

健康福祉課 健康増進係

基本計画(施策) 3-3-2 ・高齢者社会への対応

総合計画 南会津町総合振興計画施策マネジメントシート 令和 2 年度作成

目標の柱

「目指すべき状態」になるた
めの成果目標は何ですか？

▼ 「目指すべき状態」を実現するために目標とする成果は何ですか？箇条書きで記載してください。

　健康で生きがいをもった高齢者を増やす。

3 誰もが健やかで安心して生活できる環境づくり
課 係

主管課・係 健康福祉課 社会福祉係

基本目標(政策) 3-3 福祉と子育て環境の充実を図ります
関係課・係

健康福祉課

施策の目的（対象・意図）は何ですか？
※対象(誰が、何が)、意図（どのようになることを目指すの
か）を対象ごとに記載してください。

　高齢者が元気で安心して暮らせる環境を整える。



12 施策を構成する事務事業

3,174 -3,112 3,174

高齢者の集いの場として一日当あたり平均20名の高齢者等が利用し、交流の場の確保に繋がっている。

介護保険係

問題 補助額と補助対象者の妥当性。

対策 介護保険法改正に合わせた支給要件の見直し。

事業費 1,016 1,016 1,500 1,500

05
高齢者センター管

理運営費

健康福祉課

目的

2,955 3,130

社会福祉係

問題 観光客などを除く利用者が固定化しつつある。

対策 カルチャー教室などを実施し、交流や活躍の場を促進させる。

-事業費 3,112

08
まちなか高齢者居
場所づくり交流サ

ロン運営事業

健康福祉課

目的 中心市街地に在住する高齢者の閉じこもりを解消し、社会参加と生きがいづくりを促進させる。

概要 まちなか交流サロンにて介護予防、認知症対策、生きがいづくりのプログラムを展開。

成果

見守り活動（安否確認・困りごと相談）を行い、高齢者が安心して生活できるよう支援するとともに、寝たきりや閉じこも
りを予防するための心身的なケアを行う。

07
高齢者にやさしい
住まいづくり助成

事業

健康福祉課

目的 高齢者の自立した在宅生活の継続を図る。

- -

概要 介護認定を受けていない65歳以上の高齢者の住宅改修について、最大135千円を上限として補助を行う。

成果 手すりの設置や段差解消により、高齢者に安全な住環境を提供できた。

目的 在宅福祉の増進や寝たきり等を防止するため、健康維持・増進を図る。

概要

06
高齢者見守り支援

事業

健康福祉課

目的

サロン事業を継続して実施している。サロン事業の定着が見られる。

社会福祉係

問題

8,154 10,267 8,267 - -

見守り等を必要とする高齢者等は増加傾向にあるものの、見守り支援員不足やふれあいサロン等への未参加がいる。

概要 高齢者世帯等を対象に、高齢者見守り支援員の巡回による戸別訪問と各集会所を利用したサロン事業を実施。

成果

対策 他事業との連携により見守り体制を強化し、ふれあいサロン事業の実施内容等を積極的に配信する。

事業費 10,154

社会福祉係

問題 老朽化に伴う施設修繕が必要である。

対策 計画的な修繕を行い、適正な管理をする。

-

356 356

高齢者の健康増進、教養の向上等福祉の増進を図るとともに研修その他の集会の用に供する。

概要 南会津町高齢者センターの施設管理運営費。　※指定管理施設

成果 高齢者が参加している団体のみならず子育て世代も利用しているため、世代間交流が図られた。

事業費 3,130 -2,955

04
居宅老人福祉対

策事業

381 381 - -

03
老人クラブ育成支

援事業

はり・きゅう・マッサージ・温泉施設利用に対する費用の一部助成。

成果 在宅高齢者の健康維持・増進の一助となった。

健康福祉課

目的 老人クラブの活動を通じて、高齢者の生きがいづくりや社会参加を促進させる。

概要

社会福祉係

問題 新規の利用もあるが、利用者の固定化が見受けられる。

対策 事業について定期的に広報などで情報発信をする。

事業費

健康福祉課

成果 地域貢献と高齢者の生きがいづくりに寄与した。

社会福祉係

問題 新規会員の確保が困難となっている。会員内での高齢化が進んでいる。

対策 老人クラブの活動について積極的に情報を発信する。

事業費 1,768 1,192 - -

老人クラブ連合会、単位老人クラブ活動の充実を図るために運営費補助金を交付する。

1,104 1,768

対策 就業機会（草刈りなど肉体労働ではなく、調理員補助など女性が活躍できる就業）が充実するよう支援する。

事業費 4,493 4,493 4,593

02
シルバー人材セン
ター運営支援事業

健康福祉課

目的 高齢者の就労機会の確保及び社会参加への促進を図る。

概要

4,593 - -

シルバー人材センターが安定運営できるよう運営費補助金を交付する。

成果 会員の就業確保や生きがいづくりに繋がっている。

社会福祉係

問題 女性の会員加入率が少ない。

番
号

事務事業名
（令和２年度新規事業

に★）

所管課

担当係

事業の目的、概要、成果、問題、問題に対する対策を簡潔に記載してください。（2行以内）

事業費(千円)

元年度決算額 うち一般財源 -

-

２年度予算額 うち一般財源 -

一人暮らし、高齢者世帯の生活における不安を解消するための一助となった。

問題 高齢化比率上昇に比例して対象者も増加すると想定されることから、それらを支援する体制を確立する必要がある。

対策 除雪支援者（特に若者層へ）の拡充支援する。除雪支援業者の大型免許取得・技能講習費用の支援する。

事業費

01
高齢者生活支援

事業

健康福祉課

目的 在宅高齢者が安心して暮らせるための生活支援を行う。

社会福祉係

7,278 7,278 26,395 26,395 -

概要 除雪支援、配食、緊急通報システム事業を実施し、在宅高齢者の福祉向上を図る。

成果



事業費(一般財源)の合計（千円）

09
元気でゆうゆう温
泉等利用助成事

業

健康福祉課

成果 健康増進と交流の場の提供に寄与している。

社会福祉係

問題

32,650 29,986 53,006 50,430 - -

交付枚数の妥当性。

対策 早めの事業周知と申込者へのアンケート調査の実施により検討する。

事業費 1,518 1,518 1,798 1,798

目的 元気高齢者の健康増進と交流を通した生きがいづくりを促進させる。

概要 町内に在住する70歳以上の元気高齢者に対し、町内温泉施設を利用する際の費用の一部を助成する。

- -


